
　正規生と科目等履修生は学籍が異なりますので、異なる学籍の成績を基にした「再試験」は受験で
きません。前回、「再試験」は同一の学籍が継続している場合、「再試験」を受験できる場合があ
る、と回答しましたが、学籍の喪失した場合、たとえ別の学籍で在学していても喪失した学籍の履修
履歴を根拠とした再試験は受験できません。この点、ご承知おきください。ただし、半年更新の科目
等履修生でも、学籍を継続させる限り、科目等履修生の１期目で不合格だった科目について、担当教
員の判断により、科目等履修生の２期目で「再試験」を受験できる場合はあります。

　なお、「再履修」とは、一度不合格になった科目をもう一度履修登録して、授業を受講し、試験を
受けて単位を修得することを言います。この場合、最高点の制限はありません。
　「再試験」とは、一度不合格になった科目を履修登録せず、学期末または次のセメスターに試験の
みを受験して、単位を修得することを言います。この場合の最高点は各学科により異なります。
　「再履修」と「再試験」を混同して理解しているようですので、今一度各学科事務等にて、確認し
てください。 学部教務係




